
令和6（2024）年4月号令和6（2024）年4月号 交通安全ジャーナル 交通安全ジャーナル 3839

交
通
状
況
等
の
情
報
を
迅
速
に
収
集
す
る
「
先
行
情
報

班
」、多
種
多
様
の
装
備
資
機
材
や
特
殊
車
両
を
備
え
、

救
出
・
救
助
活
動
や
行
方
不
明
者
の
捜
査
活
動
を
行
う

「
特
別
救
助
班
」、パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
等
で
緊
急
交
通

路
の
確
保
や
緊
急
通
行
車
両
の
先
導
等
を
行
う
「
交
通

対
策
班
」、亡
く
な
ら
れ
た
被
災
者
の
身
元
確
認
や
死
因

究
明
を
行
う
と
と
も
に
、
遺
体
の
引
渡
し
や
安
否
情
報

の
提
供
を
行
う
「
検
視
班
」「
遺
族
支
援
班
」
等
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

緊
急
通
行
路
確
保
の
た
め
の
選
別
検
問

 

「
発
災
翌
日
１
月
２
日
に
福
井
と
岐
阜
県
警
が
広
域
緊

急
援
助
隊
第
一
次
部
隊
と
し
て
被
災
地
に
入
り
、
第
二

次
部
隊
は
愛
知
県
警
。
警
視
庁
は
宮
原
副
隊
長
が
大
隊

長
を
務
め
、
第
三
次
部
隊
と
し
て
１
月
７
日
か
ら
被
災

地
に
入
り
ま
し
た
。
他
の
交
通
機
動
隊
を
含
め
て
の
派

遣
人
員
は
99
人
体
制
で
、
車
両
は
パ
ト
カ
ー
や
サ
イ
ン

カ
ー
、
検
問
車
な
ど
合
計
44
車
両
。
概
ね
12
時
間
か
け

て
石
川
県
に
向
か
い
ま
し
た
」
と
森
山
係
員
が
話
す
。

中
島
中
隊
長
が
続
け
て
「
海
岸
線
を
走
る
〝
の
と
里
山

海
道
〟
の
今
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
県
立
看
護
大
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
緊
急
車
両
等
の
選
別
検
問
に
当
た

り
ま
し
た
。〝
の
と
里
山
海
道
〟
は
被
害
が
甚
大
で
あ
っ

た
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
能
登
町
方
面
に
金
沢
方
面
か
ら

向
か
う
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。
一
般
道
か
ら
来
る
緊

急
車
両
や
住
民
の
方
の
車
両
、
復
興
に
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
関
係
の
工
事
車
両
、
生
活
必
需
品
物
資
な
ど
の
運
搬

車
両
を
優
先
す
る
た
め
、
発
災
直
後
は
受
け
入
れ
体
制

が
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
フ
リ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
車
両
な
ど
と
選
別
す
る
検
問
で
、
出
来
る
だ
け
短

時
間
で
選
別
を
行
お
う
と
隊
員
は
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
」
と
話
す
。

大
災
害
に
備
え
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
構
築
の
重
要
性

 

「
現
地
で
は
震
度
５
程
度
の
余
震
や
吹
雪
の
よ
う
な
大

雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、〝
自
活
〟
が
原
則
で
、

テ
ン
ト
、
寝
袋
、
非
常
食
は
各
隊
が
常
備
し
て
い
る
も

の
を
持
参
し
ま
し

た
。
待
機
場
所
が
津

波
の
恐
れ
が
あ
る
沿

岸
に
あ
り
、
自
分
た

ち
で
内
陸
に
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

被
災
さ
れ
た
方
に
ご

協
力
を
仰
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
労
い
の
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
き
励
み
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
宮
原
副
隊

長
。「
改
め
て
大
規
模
災
害
に
備
え
、
支
援
全
体
の
効
率

を
高
め
る
た
め
、
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
舞
台
の
受
け

入
れ
体
制
（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）
の
強
化
な
ど
、
全
国

警
察
が
カ
バ
ー
し
合
え
る
シ
ス
テ
ム
の
不
断
の
見
直
し

が
肝
要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
」
と
続
け
る
。

　

万
一
東
京
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、
食
糧
や
飲
料
、
救
急
医
薬
品
な
ど
を
入
れ
た
非
常

用
持
ち
出
し
バ
ッ
グ
な
ど
を
各
家
庭
、
各
職
場
で
備
蓄

し
て
お
く
こ
と
に
加
え
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
把

握
し
、
家
族
間
の
安
否
確
認
方
法
な
ど
を
考
え
て
お
く

こ
と
が
必
要
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
い
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
規
模
災
害
。
私
た
ち

は
災
害
が
起
き
る
前
に
可
能
な
限
り
自
分
で
出
来
る
こ

と
を
や
っ
て
お
こ
う
。

　
警
視
庁
の
広
域
緊
急
援
助
隊
交
通
部
隊
は
３
月
上
旬

に
６
次
派
遣
が
決
定
し
て
お
り
、
今
後
も
被
災
地
で
の

活
動
を
行
っ
て
い
く
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
と

１
日
も
早
い
復
興
を
祈
り
な
が
ら
。

●

　
次
回
は
東
京
で
震
度
６
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
の
交
通
規
制
に
つ
い
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
１
月
１
日
、
午
後
４
時

10
分
頃
、
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
６
、
震
源
の
深
さ
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

地
震
が
発
生
し
た
。
専
門
家
の
分
析
で
は
、
地
震
の
直

後
に
津
波
が
発
生
し
、
珠
洲
市
に
は
約
１
分
以
内
、
七

尾
市
に
は
約
２
分
以
内
で
沿
岸
に
到
達
し
て
い
た
。
津

波
の
痕
跡
か
ら
能
登
町
の
白し

ろ
ま
る丸

で
高
さ
４
・
７
メ
ー
ト

ル
、
珠
洲
市
飯
田
港
で
高
さ
４
・
３
メ
ー
ト
ル
に
達
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
内
閣
府
非
常
災
害
対
策
本
部
が

２
月
22
日
に
発
表
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
石
川
県
で
は

住
家
の
８
７
８
３
棟
が
全
壊
、
一
部
破
損
を
含
め
る
と

実
に
４
６
５
１
９
棟
が
被
害
に
あ
っ
た
。

　
今
回
は
発
災
６
日
後
の
１
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の

間
、
広
域
緊
急
援
助
隊
交
通
部
隊
と
し
て
出
動
し
た
警

視
庁
第
八
方
面
交
通
機
動
隊
（
以
下
：
八
交
機
）
宮
原

充み
つ
る

副
隊
長
、
同
中
島
正ま

さ
の
ぶ亘

第
四
中
隊
長
、
同
森
山
輝あ

き

人ひ
と

計
画
係
員
に
当
時
の
様
子
を
伺
っ
た
。

広
域
緊
急
援
助
隊
と
は
（
交
通
ジ
ャ
ー
ナ
ル
調
べ
）

　
広
域
緊
急
援
助
隊
は
、
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）

１
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
国

内
で
発
生
し
た
大
規
模
災
害
に
対
し
、
都
道
府
県
の

枠
を
超
え
て
広
域
的
に
即
応
で
き
る
災
害
支
援
活
動

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
と
し
て
、
同
年
６
月
１
日

に
発
足
。
全
国
す
べ
て
の
都
道
府
県
警
察
、
総
勢
約

５
６
０
０
人
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
等
に
よ
り
、
必
要
な
被
災
状
況
や

警視庁交通部

警
視
庁
交
通
部 

広
域
緊
急
援
助
隊
交
通
部
隊

―
発
災
直
後
、
災
害
地
支
援
に
向
か
う
交
通
精
鋭
集
団

第
20
回

▲宮原充警視▲中島正亘警部▲森山輝人巡査部長

▼被災地へ向かう緊急車
両の列（のと里山街道）

▲大雪の中、被災地の向かう交通部隊
（北陸道）

▲道路陥没の様子

▲昼夜を問わず24時間体制で検問を実施（のと里山街道）

▲宮原大隊長が最後に解散指示

▲選別検問の状況（県立看護大インターチェンジ）

▲
道
の
駅
の
自
動
販
売
機
ス
ペ
ー
ス
で

朝
の
指
示
を
行
っ
た

▲

自
活
の
た
め
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

コ
ン
ロ
な
ど
も
持
ち
込
む


